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(57)【要約】
【課題】蓋部の側部フラップを側壁に対して折り曲げた 
ときに、側部フラップが胴部の内部に入り込むのを防ぐ 
ことができ、蓋部を閉じ易くなる包装箱を提供する。
【解決手段】包装箱１であって、前後の端壁１１，１１ 
および左右の側壁１２，１２を有する胴部１０と、胴部 
１０の上側の開口部に設けられた上蓋部２０と、を備え 
ている。上蓋部２０は、側壁１２の上縁部に第一折れ線 
Ｌ１１を介して連設された側部フラップ２２を有し、第 
一折れ線Ｌ１１は、側部フラップ２２の先端側に向けて 
突出するように曲げられている。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　5　　ＯＬ　（全13頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 前 後 の 端 壁 お よ び 左 右 の 側 壁 を 有 す る 筒 状 の 胴 部 と 、
　 前 記 胴 部 の 上 下 方 向 の 開 口 部 に 設 け ら れ た 蓋 部 と 、 を 備 え 、
　 前 記 蓋 部 は 、
　 前 記 側 壁 の 上 下 方 向 の 縁 部 に 第 一 折 れ 線 を 介 し て 連 設 さ れ た 側 部 フ ラ ッ プ を 有 し 、
　 前 記 第 一 折 れ 線 は 、 前 記 側 部 フ ラ ッ プ の 先 端 側 に 向 け て 突 出 す る よ う に 曲 げ ら れ て い る  
こ と を 特 徴 と す る 包 装 箱 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 包 装 箱 で あ っ て 、
　 前 記 第 一 折 れ 線 全 体 が 弧 状 に 湾 曲 し て い る こ と を 特 徴 と す る 包 装 箱 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 後 の 端 壁 お よ び 左 右 の 側 壁 を 有 す る 筒 状 の 胴 部 と 、
　 前 記 胴 部 の 上 側 の 開 口 部 に 設 け ら れ た 上 蓋 部 と 、
　 前 記 胴 部 の 下 側 の 開 口 部 に 設 け ら れ た 下 蓋 部 と 、 を 備 え 、
　 前 記 上 蓋 部 は 、
　 前 記 側 壁 の 上 縁 部 に 第 一 折 れ 線 を 介 し て 連 設 さ れ た 側 部 フ ラ ッ プ と 、
　 前 記 端 壁 の 上 縁 部 に 第 二 折 れ 線 を 介 し て 連 設 さ れ た 端 部 フ ラ ッ プ と 、 を 有 し 、
　 前 記 端 部 フ ラ ッ プ の 基 端 部 に は 、 左 右 方 向 に 延 び て い る 第 三 折 れ 線 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 第 三 折 れ 線 は 、 前 記 端 部 フ ラ ッ プ の 先 端 側 に 向 け て 突 出 す る よ う に 曲 げ ら れ て お り  
、
　 前 記 下 蓋 部 に お い て 、 前 記 端 部 フ ラ ッ プ の 直 下 と な る 領 域 に は 、 窪 み 部 が 形 成 さ れ て い  
る こ と を 特 徴 と す る 包 装 箱 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 後 の 端 壁 お よ び 左 右 の 側 壁 を 有 す る 筒 状 の 胴 部 と 、
　 前 記 胴 部 の 上 下 の 開 口 部 に 設 け ら れ た 上 下 の 蓋 部 と 、 を 備 え 、
　 前 記 胴 部 は 、 左 右 方 向 の 長 さ が 前 後 方 向 の 長 さ よ り も 小 さ く 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 端 壁 と 前 記 両 側 壁 と の 間 に は 、 上 下 方 向 に 延 び て い る 左 右 の 第 一 切 断 誘 導 線 が 形 成  
さ れ 、
　 前 記 両 第 一 切 断 誘 導 線 の 上 端 部 の 間 に は 、 左 右 方 向 に 延 び て い る 第 二 切 断 誘 導 線 が 形 成  
さ れ 、
　 前 記 両 第 一 切 断 誘 導 線 の 下 端 部 の 間 に は 、 左 右 方 向 に 延 び て い る 第 三 切 断 誘 導 線 が 形 成  
さ れ て お り 、
　 前 記 両 第 一 切 断 誘 導 線 、 前 記 第 二 切 断 誘 導 線 お よ び 前 記 第 三 切 断 誘 導 線 を 切 り 開 い て 、  
前 記 胴 部 の 端 壁 側 に 開 口 部 を 形 成 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 包 装 箱 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 包 装 箱 で あ っ て 、
　 前 記 端 壁 と 前 記 側 壁 と の 間 に 傾 斜 壁 が 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 第 一 切 断 誘 導 線 は 、 前 記 傾 斜 壁 と 前 記 側 壁 と の 間 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す  
る 包 装 箱 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 包 装 箱 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 段 ボ ー ル 製 の 包 装 箱 の 蓋 部 と し て は 、 両 側 壁 に そ れ ぞ れ 連 設 さ れ た 左 右 の 側 部 フ ラ ッ プ  
と 、 両 端 壁 に そ れ ぞ れ 連 設 さ れ た 前 後 の 端 部 フ ラ ッ プ と 、 を 備 え 、 両 側 部 フ ラ ッ プ の 外 面  
に 両 端 部 フ ラ ッ プ が 重 ね ら れ て い る も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ お よ び 特 許 文 献 ２ 参  
照 ） 。
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【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ７ ０ ２ １ ８ ３ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ２ ０ ２ １ ６ ７ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 記 し た 従 来 の 包 装 箱 の 蓋 部 で は 、 直 線 状 の 折 れ 線 （ 罫 線 ） を 介 し て 側 部 フ ラ ッ プ が 側  
壁 に 連 設 さ れ て い る 。 こ の 構 成 で は 、 側 壁 に 対 し て 側 部 フ ラ ッ プ を 折 り 曲 げ た と き に 、 側  
部 フ ラ ッ プ が 包 装 箱 の 内 部 に 入 り 込 み 易 い た め 、 側 部 フ ラ ッ プ の 外 面 に 端 部 フ ラ ッ プ を ホ  
ッ ト メ ル ト 等 の 接 着 剤 に よ っ て 接 着 し 難 い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 し た 問 題 を 解 決 し 、 蓋 部 の 側 部 フ ラ ッ プ を 側 壁 に 対 し て 折 り 曲 げ た と き  
に 、 側 部 フ ラ ッ プ が 胴 部 の 内 部 に 入 り 込 む の を 防 ぐ こ と が で き 、 蓋 部 を 閉 じ 易 く な る 包 装  
箱 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 は 、 包 装 箱 で あ っ て 、 前 後 の 端 壁 お よ び 左 右 の 側 壁 を  
有 す る 筒 状 の 胴 部 と 、 前 記 胴 部 の 上 下 方 向 の 開 口 部 に 設 け ら れ た 蓋 部 と 、 を 備 え て い る 。  
前 記 蓋 部 は 、 前 記 側 壁 の 上 下 方 向 の 縁 部 に 第 一 折 れ 線 を 介 し て 連 設 さ れ た 側 部 フ ラ ッ プ を  
有 し 、 前 記 第 一 折 れ 線 は 、 前 記 側 部 フ ラ ッ プ の 先 端 側 に 向 け て 突 出 す る よ う に 曲 げ ら れ て  
い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 包 装 箱 で は 、 側 壁 と 側 部 フ ラ ッ プ と の 間 の 第 一 折 れ 線 が 、 側 部 フ ラ ッ プ の 先 端  
側 に 向 け て 突 出 す る よ う に 曲 げ ら れ て い る 。 こ の よ う に す る と 、 側 壁 に 対 し て 側 部 フ ラ ッ  
プ を 折 り 曲 げ た と き に 、 側 部 フ ラ ッ プ の 復 元 力 が 大 き く な る 。 つ ま り 、 側 部 フ ラ ッ プ が 外  
側 に 向 け て 浮 き 上 が ろ う と す る 。 こ れ に よ り 、 側 部 フ ラ ッ プ の 外 面 が 端 部 フ ラ ッ プ の 内 面  
に 押 し 付 け ら れ る 。 こ の 結 果 、 側 部 フ ラ ッ プ の 外 面 に 端 部 フ ラ ッ プ を 接 着 剤 に よ っ て 接 着  
し 易 く な り 、 蓋 部 を 確 実 に 閉 じ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 し た 包 装 箱 に お い て 、 前 記 第 一 折 れ 線 全 体 を 弧 状 に 湾 曲 さ せ た 場 合 に は 、 側 壁 に 対  
し て 側 部 フ ラ ッ プ を 綺 麗 に 折 り 曲 げ つ つ 、 側 部 フ ラ ッ プ の 復 元 力 を 大 き く で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 包 装 箱 の 他 の 構 成 と し て は 、 包 装 箱 で あ っ て 、 前 後 の 端 壁 お よ び 左 右 の  
側 壁 を 有 す る 筒 状 の 胴 部 と 、 前 記 胴 部 の 上 側 の 開 口 部 に 設 け ら れ た 上 蓋 部 と 、 前 記 胴 部 の  
下 側 の 開 口 部 に 設 け ら れ た 下 蓋 部 と 、 を 備 え て い る 。 前 記 上 蓋 部 は 、 前 記 側 壁 の 上 縁 部 に  
第 一 折 れ 線 を 介 し て 連 設 さ れ た 側 部 フ ラ ッ プ と 、 前 記 端 壁 の 上 縁 部 に 第 二 折 れ 線 を 介 し て  
連 設 さ れ た 端 部 フ ラ ッ プ と 、 を 有 し 、 前 記 側 部 フ ラ ッ プ の 外 面 に 前 記 端 部 フ ラ ッ プ が 重 ね  
ら れ て い る 。 前 記 端 部 フ ラ ッ プ の 基 端 部 に は 、 左 右 方 向 に 延 び て い る 第 三 折 れ 線 が 形 成 さ  
れ 、 前 記 第 三 折 れ 線 は 、 前 記 端 部 フ ラ ッ プ の 先 端 側 に 向 け て 突 出 す る よ う に 曲 げ ら れ て い  
る 。 前 記 下 蓋 部 に お い て 、 前 記 端 部 フ ラ ッ プ の 直 下 と な る 領 域 に は 、 窪 み 部 が 形 成 さ れ て  
い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 構 成 で は 、 端 壁 に 対 し て 端 部 フ ラ ッ プ を 折 り 曲 げ た と き に 、 端 部 フ ラ ッ プ の 基 端 部  
が 第 二 折 れ 線 お よ び 第 三 折 れ 線 に お い て 二 段 階 に 折 れ 曲 が る 。 こ れ に よ り 、 端 部 フ ラ ッ プ  
を 側 部 フ ラ ッ プ の 厚 み を 越 え て 側 部 フ ラ ッ プ の 外 面 に 重 ね 易 く な る 。
　 ま た 、 前 記 し た 構 成 で は 、 端 部 フ ラ ッ プ の 基 端 部 に 形 成 さ れ た 第 三 折 れ 線 が 、 端 部 フ ラ  
ッ プ の 先 端 側 に 向 け て 突 出 す る よ う に 曲 げ ら れ て い る 。 そ の た め 、 端 壁 に 対 し て 端 部 フ ラ  
ッ プ を 折 り 曲 げ た と き に 、 端 部 フ ラ ッ プ の 復 元 力 が 大 き く な り 、 端 部 フ ラ ッ プ が 上 蓋 部 の  
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外 面 に 盛 り 上 が る 。
　 こ れ に よ り 、 二 つ の 包 装 箱 を 上 下 に 重 ね た と き に 、 下 側 の 包 装 箱 の 上 蓋 部 の 端 部 フ ラ ッ  
プ を 、 上 側 の 包 装 箱 の 下 蓋 部 の 窪 み 部 に 入 り 込 ま せ て 、 下 側 の 包 装 箱 に 対 し て 上 側 の 包 装  
箱 が ず れ る の を 防 ぐ こ と が で き 、 包 装 箱 を 安 定 し て 積 み 重 ね る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 包 装 箱 の 他 の 構 成 と し て は 、 包 装 箱 で あ っ て 、 前 後 の 端 壁 お よ び 左 右 の  
側 壁 を 有 す る 筒 状 の 胴 部 と 、 前 記 胴 部 の 上 下 の 開 口 部 に 設 け ら れ た 上 下 の 蓋 部 と 、 を 備 え  
、 前 記 胴 部 は 、 左 右 方 向 の 長 さ が 前 後 方 向 の 長 さ よ り も 小 さ く 形 成 さ れ て い る 。 前 記 端 壁  
と 前 記 両 側 壁 と の 間 に は 、 上 下 方 向 に 延 び て い る 左 右 の 第 一 切 断 誘 導 線 が 形 成 さ れ 、 前 記  
両 第 一 切 断 誘 導 線 の 上 端 部 の 間 に は 、 左 右 方 向 に 延 び て い る 第 二 切 断 誘 導 線 が 形 成 さ れ 、  
前 記 両 第 一 切 断 誘 導 線 の 下 端 部 の 間 に は 、 左 右 方 向 に 延 び て い る 第 三 切 断 誘 導 線 が 形 成 さ  
れ て い る 。 前 記 両 第 一 切 断 誘 導 線 、 前 記 第 二 切 断 誘 導 線 お よ び 前 記 第 三 切 断 誘 導 線 を 切 り  
開 い て 、 前 記 胴 部 の 端 壁 側 に 開 口 部 を 形 成 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 し た 包 装 箱 は 、 胴 部 の 左 右 方 向 の 長 さ が 前 後 方 向 の 長 さ よ り も 小 さ い た め 、 端 壁 を  
陳 列 ス ペ ー ス の 正 面 に 向 け て 配 置 す る こ と で 、 包 装 箱 の 陳 列 ス ペ ー ス を 確 保 し 易 い 。 そ し  
て 、 両 第 一 切 断 誘 導 線 、 第 二 切 断 誘 導 線 お よ び 第 三 切 断 誘 導 線 を 切 り 開 く こ と で 、 胴 部 の  
端 壁 側 に 開 口 部 を 形 成 で き る 。
　 こ の よ う に 、 前 記 し た 包 装 箱 で は 、 陳 列 ス ペ ー ス を 確 保 し 易 く し つ つ 、 陳 列 ス ペ ー ス の  
正 面 に 向 い た 開 口 部 を 形 成 し て 、 内 容 物 を 露 出 さ せ る と と も に 、 内 容 物 を 取 り 出 す こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 し た 包 装 箱 に お い て 、 前 記 端 壁 と 前 記 側 壁 と の 間 に 傾 斜 壁 が 形 成 さ れ て い る 場 合 に  
は 、 前 記 第 一 切 断 誘 導 線 を 前 記 傾 斜 壁 と 前 記 側 壁 と の 間 に 形 成 す る こ と で 、 胴 部 か ら 端 壁  
お よ び 傾 斜 壁 を 切 り 取 っ て 、 胴 部 を 大 き く 開 口 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 包 装 箱 で は 、 側 壁 に 対 し て 側 部 フ ラ ッ プ を 折 り 曲 げ た と き に 、 側 部 フ ラ ッ プ の  
外 面 が 端 部 フ ラ ッ プ の 内 面 に 押 し 付 け ら れ る た め 、 側 部 フ ラ ッ プ の 外 面 に 端 部 フ ラ ッ プ を  
接 着 し 易 く な り 、 蓋 部 を 確 実 に 閉 じ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 包 装 箱 を 前 方 左 上 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 包 装 箱 の ブ ラ ン ク シ ー ト を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 包 装 箱 を 示 し た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 包 装 箱 を 示 し た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 包 装 箱 を 示 し た 底 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 包 装 箱 に お い て 、 端 壁 側 に 開 口 部 を 形 成 し た 状 態 の 斜 視  
図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 包 装 箱 に お い て 、 側 壁 側 に 開 口 部 を 形 成 し た 状 態 の 斜 視  
図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 包 装 箱 に お い て 、 胴 部 を 上 下 に 分 割 し た 状 態 の 斜 視 図 で  
あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 、 適 宜 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。
　 以 下 の 説 明 に お い て 、 前 後 左 右 方 向 と は 、 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 を 説 明 す る 上 で 便 宜 上 設  
定 し た も の で あ り 、 包 装 箱 の 構 成 や 使 用 状 態 を 限 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 筒 状 に 形 成 さ れ た 胴 部 １ ０ と 、 胴 部 １ ０  
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の 上 側 の 開 口 部 に 設 け ら れ た 上 蓋 部 ２ ０ と 、 胴 部 １ ０ の 下 側 の 開 口 部 に 設 け ら れ た 下 蓋 部  
３ ０ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 １ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 段 ボ ー ル 製 の シ ー ト を 切 り 抜 い た ブ ラ ン  
ク シ ー ト Ｓ を 各 折 れ 線 に お い て 山 折 り ま た は 谷 折 り す る こ と で 形 成 さ れ る 。 図 ２ に 示 す ブ  
ラ ン ク シ ー ト Ｓ は 内 面 側 が 見 え る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
　 ブ ラ ン ク シ ー ト Ｓ の 折 れ 線 は 、 ブ ラ ン ク シ ー ト Ｓ の 表 面 を 線 状 に 押 し 込 ん で 形 成 さ れ た  
罫 線 （ 押 罫 ） で あ る 。 な お 、 罫 線 に 断 続 的 な 切 れ 込 み を 形 成 し て も よ い 。 こ の よ う に す る  
と 、 折 れ 線 に お い て ブ ラ ン ク シ ー ト Ｓ を 折 り 曲 げ 易 く な る 。
　 ま た 、 シ ー ト の 表 面 の み を 切 断 し た ハ ー フ カ ッ ト の 切 れ 込 み や シ ー ト を 貫 通 し た 切 れ 込  
み を 断 続 さ せ て 線 状 に 形 成 す る こ と で 折 れ 線 を 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 胴 部 １ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 前 後 一 対 の 端 壁 １ １ ， １ １ と 、 左 右 一 対 の 側 壁 １ ２ ，  
１ ２ と 、 隣 り 合 う 端 壁 １ １ と 側 壁 １ ２ と の 間 に 形 成 さ れ た 前 後 左 右 の 傾 斜 壁 １ ３ と 、 を 備  
え て い る 。
　 側 壁 １ ２ は 端 壁 １ １ に 対 し て 垂 直 に 配 置 さ れ 、 傾 斜 壁 １ ３ は 端 壁 １ １ お よ び 側 壁 １ ２ に  
対 し て 傾 斜 し て い る 。 本 実 施 形 態 の 胴 部 １ ０ は 、 平 面 視 で 八 角 形 の 筒 状 に 形 成 さ れ て い る  
（ 図 ５ 参 照 ） 。 本 実 施 形 態 の 胴 部 １ ０ は 、 左 右 方 向 の 長 さ が 前 後 方 向 の 長 さ よ り も 小 さ く  
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 端 壁 １ １ お よ び 側 壁 １ ２ は 、 四 角 形 に 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 端 壁 １ １ の 左  
右 方 向 の 幅 が 側 壁 １ ２ の 前 後 方 向 の 幅 が よ り も 小 さ く 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 傾 斜 壁 １ ３  
は 、 上 下 方 向 に 細 長 い 長 方 形 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 側 の 端 壁 １ １ の 左 縁 部 に は 、 折 れ 線 を 介 し て 左 前 の 傾 斜 壁 １ ３ が 連 設 さ れ て い る 。
　 左 前 の 傾 斜 壁 １ ３ の 左 縁 部 （ 後 縁 部 ） に は 、 折 れ 線 を 介 し て 左 側 の 側 壁 １ ２ が 連 設 さ れ  
、 左 側 の 側 壁 １ ２ の 後 縁 部 に は 、 折 れ 線 を 介 し て 左 後 の 傾 斜 壁 １ ３ が 連 設 さ れ て い る 。
　 ま た 、 左 後 の 傾 斜 壁 １ ３ の 右 縁 部 （ 後 縁 部 ） に は 、 折 れ 線 を 介 し て 後 側 の 端 壁 １ １ が 連  
設 さ れ 、 後 側 の 端 壁 １ １ の 右 縁 部 に は 、 折 れ 線 を 介 し て 接 合 片 １ ４ が 連 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 側 の 端 壁 １ １ の 右 縁 部 に は 、 折 れ 線 を 介 し て 右 前 の 傾 斜 壁 １ ３ が 連 設 さ れ 、 右 前 の 傾  
斜 壁 １ ３ の 右 縁 部 （ 後 縁 部 ） に は 、 折 れ 線 を 介 し て 右 側 の 側 壁 １ ２ が 連 設 さ れ て い る 。
　 ま た 、 右 側 の 側 壁 １ ２ の 後 縁 部 に は 、 折 れ 線 を 介 し て 右 後 の 傾 斜 壁 １ ３ が 連 設 さ れ て い  
る 。 右 後 の 傾 斜 壁 １ ３ の 内 面 に は 、 接 合 片 １ ４ が 接 合 さ れ て い る 。
　 ブ ラ ン ク シ ー ト Ｓ （ 図 ２ 参 照 ） を 各 折 れ 線 で 折 り 曲 げ つ つ 、 接 合 片 １ ４ を 右 後 の 傾 斜 壁  
１ ３ の 内 面 に 接 合 す る と 、 前 後 の 端 壁 １ １ ， １ １ 、 左 右 の 側 壁 １ ２ ， １ ２ お よ び 四 つ の 傾  
斜 壁 １ ３ に よ っ て 、 平 面 視 で 八 角 形 の 筒 状 の 胴 部 １ ０ が 形 成 さ れ る （ 図 ５ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 左 前 の 傾 斜 壁 １ ３ と 側 壁 １ ２ の 前 縁 部 と の 間 の 折 れ 線 上 に は 、 第 一 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ １ が  
形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 一 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ １ は 、 傾 斜 壁 １ ３ と 側 壁 １ ２ と の  
間 の 折 れ 線 の 上 側 の 約 ２ ／ ３ の 領 域 に 形 成 さ れ て い る 。
　 第 一 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ １ は 、 切 れ 込 み を 断 続 的 に 形 成 し た ミ シ ン 目 状 の 線 で あ る 。 な お 、  
切 れ 込 み の 形 状 や 長 さ は 限 定 さ れ る も の で は な い 。
　 同 様 に 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 側 壁 １ ２ の 後 縁 部 と 左 後 の 傾 斜 壁 １ ３ と の 間 の 折 れ 線 上 に  
も 、 第 一 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ １ が 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 前 側 の 端 壁 １  
１ と 左 前 の 傾 斜 壁 １ ３ と の 折 れ 線 上 に も 、 第 一 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ １ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 胴 部 １ ０ に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 第 三 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ ３ が 全 周 に 亘 っ て 形 成 さ れ て い  
る 。 本 実 施 形 態 の 第 三 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ ３ は 、 胴 部 １ ０ の 内 面 に 貼 り 付 け た カ ッ ト テ ー プ に  
よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
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　 第 三 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ ３ の カ ッ ト テ ー プ を 外 側 に 引 く こ と で 、 カ ッ ト テ ー プ に よ っ て 端 壁  
１ １ 、 側 壁 １ ２ お よ び 傾 斜 壁 １ ３ を 直 線 状 に 切 断 で き る 。 そ し て 、 胴 部 １ ０ の 第 三 切 断 誘  
導 線 Ｌ ２ ３ を 全 て 切 り 開 く こ と で 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 胴 部 １ ０ を 上 下 に 切 り 離 す こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 三 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ ３ は 、 各 第 一 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ １ の 下 端 部 と 同 じ 高 さ に 形 成 さ れ て い  
る 。 し た が っ て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 胴 部 １ ０ の 前 部 の 左 右 の 第 一 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ １ ， Ｌ  
２ １ の 下 端 部 の 間 に は 、 第 三 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ ３ が 左 右 方 向 に 延 び て い る 。 ま た 、 図 ４ に 示  
す よ う に 、 胴 部 １ ０ の 左 側 面 の 前 後 の 第 一 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ １ ， Ｌ ２ １ の 下 端 部 の 間 に は 、  
第 三 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ ３ が 左 右 方 向 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 左 側 の 側 壁 １ ２ に お い て 、 第 三 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ ３ の 前 後 の 端 部 に 対 応 す る 位 置 に は 、 ス  
リ ッ ト に よ っ て 区 画 さ れ た 側 面 開 封 開 始 部 Ｌ ２ ５ ， Ｌ ２ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 図 ２  
に 示 す よ う に 、 右 側 の 側 壁 １ ２ に お い て 、 第 三 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ ３ の 前 端 部 に 対 応 す る 位 置  
に も 、 側 面 開 封 開 始 部 Ｌ ２ ５ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 下 蓋 部 ３ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 前 後 の 端 壁 １ １ ， １ １ の 下 縁 部 に そ れ ぞ れ 連 設 さ れ  
た 前 後 一 対 の 内 フ ラ ッ プ ３ １ ， ３ １ と 、 左 右 の 側 壁 １ ２ ， １ ２ の 下 縁 部 に そ れ ぞ れ 連 設 さ  
れ た 左 右 一 対 の 外 フ ラ ッ プ ３ ２ ， ３ ２ と 、 を 備 え て い る 。
　 本 実 施 形 態 で は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 両 内 フ ラ ッ プ ３ １ ， ３ １ の 下 面 に 両 外 フ ラ ッ プ ３  
２ ， ３ ２ が 重 ね ら れ て い る 。 内 フ ラ ッ プ ３ １ の 外 面 と 外 フ ラ ッ プ ３ ２ の 内 面 と は 、 ホ ッ ト  
メ ル ト 等 の 接 着 剤 に よ っ て 接 着 さ れ て い る 。 ま た 、 両 外 フ ラ ッ プ ３ ２ ， ３ ２ の 先 端 部 は 突  
き 合 わ さ れ て い る 。 こ の よ う に し て 、 胴 部 １ ０ の 下 側 の 開 口 部 が 下 蓋 部 ３ ０ に よ っ て 閉 塞  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 両 外 フ ラ ッ プ ３ ２ ， ３ ２ の 前 後 の 端 部 に は 、 前 後 の 窪 み 部 ３ ３ ， ３ ３ が そ れ ぞ れ 形 成 さ  
れ て い る 。 窪 み 部 ３ ３ は 、 両 外 フ ラ ッ プ ３ ２ ， ３ ２ の 突 き 合 わ せ 部 の 端 部 を 、 前 後 方 向 の  
中 央 部 に 向 け て 窪 ま せ た 部 位 で あ る 。 窪 み 部 ３ ３ 内 に は 、 内 フ ラ ッ プ ３ １ が 露 出 し て い る  
。 す な わ ち 、 包 装 箱 １ の 底 面 に は 、 左 右 の 窪 み 部 ３ ３ ， ３ ３ に よ っ て 平 面 視 台 形 状 の 凹 部  
が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 窪 み 部 ３ ３ は 、 後 記 す る 上 蓋 部 ２ ０ の 端 部 フ ラ ッ プ ２ １ の 直 下 に 配 置 さ れ て お り （ 図 １  
参 照 ） 、 二 つ の 包 装 箱 １ ， １ を 上 下 に 積 み 重 ね た と き に 、 上 側 の 包 装 箱 １ の 下 蓋 部 ３ ０ の  
窪 み 部 ３ ３ に 、 下 側 の 包 装 箱 １ の 上 蓋 部 ２ ０ の 端 部 フ ラ ッ プ ２ １ が 入 り 込 む よ う に 構 成 さ  
れ て い る 。 窪 み 部 ３ ３ は 、 端 部 フ ラ ッ プ ２ １ の 形 状 に 合 わ せ て 形 成 さ れ て お り 、 端 部 フ ラ  
ッ プ ２ １ よ り も 僅 か に 大 き く 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 蓋 部 ２ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 左 右 の 側 壁 １ ２ ， １ ２ の 上 縁 部 に そ れ ぞ れ 連 設 さ れ  
た 左 右 一 対 の 側 部 フ ラ ッ プ ２ ２ ， ２ ２ と 、 前 後 の 端 壁 １ １ ， １ １ の 上 縁 部 に そ れ ぞ れ 連 設  
さ れ た 前 後 一 対 の 端 部 フ ラ ッ プ ２ １ ， ２ １ と 、 を 備 え て い る 。
　 両 側 部 フ ラ ッ プ ２ ２ ， ２ ２ の 先 端 部 を 突 き 合 わ せ る と と も に 、 両 端 部 フ ラ ッ プ ２ １ ， ２  
１ を 両 側 部 フ ラ ッ プ ２ ２ ， ２ ２ の 外 面 に 重 ね る こ と で 、 胴 部 １ ０ の 上 側 の 開 口 部 が 上 蓋 部  
２ ０ に よ っ て 閉 塞 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 側 部 フ ラ ッ プ ２ ２ に は 、 傾 斜 壁 １ ３ の 上 縁 部 に 重 な る 傾 斜 縁 部 ２ ２ ａ が 形 成 さ れ て い る  
。 傾 斜 縁 部 ２ ２ ａ は 、 傾 斜 壁 １ ３ の 外 面 よ り も 外 側 に 突 出 し て お り 、 胴 部 １ ０ の 上 側 の 開  
口 部 の 角 部 が 確 実 に 閉 じ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 左 側 の 側 部 フ ラ ッ プ ２ ２ に は 、 左 右 方 向 に 延 び て い る 前 後 の 第 四 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ ４ ， Ｌ  
２ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 第 四 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ ４ は 、 側 部 フ ラ ッ プ ２ ２ の 基 端 縁 部 か ら 先 端  
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縁 部 に 亘 っ て 形 成 さ れ て い る 。 第 四 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ ４ の 基 端 部 は 、 第 一 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ １  
の 上 端 部 に 接 続 さ れ て い る 。 前 後 の 第 四 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ ４ ， Ｌ ２ ４ は 、 前 後 方 向 に 間 隔 を  
空 け て 配 置 さ れ て お り 、 そ の 間 隔 は 側 部 フ ラ ッ プ ２ ２ の 基 端 側 か ら 先 端 側 に 向 か う に 連 れ  
て 小 さ く な っ て い る 。
　 右 側 の 側 部 フ ラ ッ プ ２ ２ の 先 端 部 に お い て 、 左 側 の 側 部 フ ラ ッ プ ２ ２ の 両 第 四 切 断 誘 導  
線 Ｌ ２ ４ ， Ｌ ２ ４ の 先 端 部 の 間 に 対 応 す る 位 置 に は 、 ス リ ッ ト に よ っ て 区 画 さ れ た 天 面 開  
封 開 始 部 Ｌ ２ ６ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 側 部 フ ラ ッ プ ２ ２ は 、 側 壁 １ ２ の 上 縁 部 に 第 一 折 れ 線 Ｌ １ １ を 介 し て 連 設 さ れ て お り 、  
第 一 折 れ 線 Ｌ １ １ に お い て 側 壁 １ ２ に 対 し て 内 側 に 折 り 曲 げ ら れ て い る 。
　 第 一 折 れ 線 Ｌ １ １ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 側 壁 １ ２ と 側 部 フ ラ ッ プ ２ ２ と の 境 界 に 形 成  
さ れ て い る 。 第 一 折 れ 線 Ｌ １ １ は 、 ブ ラ ン ク シ ー ト Ｓ の 内 面 を 線 状 に 押 し 込 ん で 形 成 さ れ  
た 罫 線 （ 押 罫 ） で あ る 。 側 壁 １ ２ と 側 部 フ ラ ッ プ ２ ２ と の 境 界 に 形 成 さ れ る 折 れ 線 （ 罫 線  
） は 、 一 本 の 第 一 折 れ 線 Ｌ １ １ の み で あ り 、 第 一 折 れ 線 Ｌ １ １ 以 外 の 折 れ 線 は 存 在 し て い  
な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 一 折 れ 線 Ｌ １ １ は 、 側 部 フ ラ ッ プ ２ ２ の 先 端 側 に 向 け て 突 出 す る よ う に 曲 げ ら れ て い  
る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 一 折 れ 線 Ｌ １ １ 全 体 が 弧 状 に 湾 曲 し て い る 。 第 一 折 れ 線 Ｌ １ １ の  
頂 点 は 、 側 壁 １ ２ の 前 後 方 向 の 中 央 部 に 配 置 さ れ て い る 。
　 本 実 施 形 態 で は 、 側 壁 １ ２ の 前 後 の 側 縁 部 の 上 端 部 を 結 ん だ 直 線 状 の 仮 想 線 に 対 し て 、  
第 一 折 れ 線 Ｌ １ １ の 頂 点 が ４ ｍ ｍ 程 度 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ る よ う に 、 第 一 折 れ 線 Ｌ １ １  
の 曲 率 が 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 一 折 れ 線 Ｌ １ １ に お い て 側 部 フ ラ ッ プ ２ ２ を 側 壁 １ ２ に 対 し て 折 り 曲 げ る と 、 図 ４ に  
示 す よ う に 、 側 壁 １ ２ の 上 縁 部 （ 第 一 折 れ 線 Ｌ １ １ ） が 上 方 に 向 け て 突 出 す る よ う に 弧 状  
に 曲 が っ た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 端 部 フ ラ ッ プ ２ １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 端 壁 １ １ の 上 縁 部 に 第 二 折 れ 線 Ｌ １ ２ を 介 し  
て 連 設 さ れ て い る 。
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 二 折 れ 線 Ｌ １ ２ は 、 端 壁 １ １ と 端 部 フ ラ ッ プ ２ １ と の 境 界 に 形 成  
さ れ て い る 。 第 二 折 れ 線 Ｌ １ ２ は 、 ブ ラ ン ク シ ー ト Ｓ の 内 面 を 線 状 に 押 し 込 ん で 形 成 さ れ  
た 罫 線 （ 押 罫 ） で あ る 。 第 二 折 れ 線 Ｌ １ ２ は 、 端 壁 １ １ の 左 右 方 向 に 直 線 状 に 形 成 さ れ て  
い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 端 部 フ ラ ッ プ ２ １ の 基 端 部 に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 左 右 方 向 に 延 び て い る 第 三 折 れ 線  
Ｌ １ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 第 三 折 れ 線 Ｌ １ ３ は 、 図 ２ に 示 す ブ ラ ン ク シ ー ト Ｓ の 内 面 を 線  
状 に 押 し 込 ん で 形 成 さ れ た 罫 線 （ 押 罫 ） で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 三 折 れ 線 Ｌ １ ３ は 、 端 部 フ ラ ッ プ ２ １ の 先 端 側 に 向 け て 突 出 す る よ う に 曲 げ ら れ て い  
る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 三 折 れ 線 Ｌ １ ３ 全 体 が 弧 状 に 湾 曲 し て い る 。 第 三 折 れ 線 Ｌ １ ３ の  
頂 点 は 、 端 壁 １ １ の 左 右 方 向 の 中 央 部 に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 第 三 折 れ 線 Ｌ １ ３ の 左 右  
の 端 部 は 、 端 壁 １ １ の 上 縁 部 （ 第 二 折 れ 線 Ｌ １ ２ ） の 左 右 の 端 部 に 向 け て 延 び て い る 。
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 二 折 れ 線 Ｌ １ ２ と 第 三 折 れ 線 Ｌ １ ３ の 頂 点 と が １ ２ ｍ ｍ 程 度  
間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ る よ う に 、 第 三 折 れ 線 Ｌ １ ３ の 曲 率 が 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 端 部 フ ラ ッ プ ２ １ を 端 壁 １ １ に 対 し て 折 り 曲 げ る と 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 端 部 フ ラ ッ プ  
２ １ の 基 端 部 は 、 第 二 折 れ 線 Ｌ １ ２ お よ び 第 三 折 れ 線 Ｌ １ ３ に お い て 二 段 階 に 折 れ 曲 が る  
。 そ し て 、 端 部 フ ラ ッ プ ２ １ は 、 側 部 フ ラ ッ プ ２ ２ の 厚 み を 越 え て 、 側 部 フ ラ ッ プ ２ ２ の  
外 面 （ 上 面 ） に 重 な る 。
　 側 部 フ ラ ッ プ ２ ２ の 外 面 と 端 部 フ ラ ッ プ ２ １ の 内 面 と は 、 ホ ッ ト メ ル ト 等 の 接 着 剤 に よ  
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っ て 接 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 前 側 の 端 部 フ ラ ッ プ ２ １ と 前 側 の 端 壁 １ １ と の 間 の 第 二 折 れ 線 Ｌ １  
２ 上 に は 第 二 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 左 右 の 第 一 切 断 誘 導 線 Ｌ  
２ １ ， Ｌ ２ １ の 上 端 部 の 間 に は 、 左 右 方 向 に 延 び て い る 第 二 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ ２ が 形 成 さ れ  
て い る 。
　 第 二 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ ２ は 、 切 れ 込 み を 断 続 的 に 形 成 し た ミ シ ン 目 状 の 線 で あ る 。 な お 、  
切 れ 込 み の 形 状 や 長 さ は 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 １ に お け る 第 一 の 開 封 形 態 で は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 胴 部 １ ０ の 前  
部 に お い て 、 左 右 の 第 一 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ １ ， Ｌ ２ １ 、 第 二 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ ２ お よ び 第 三 切  
断 誘 導 線 Ｌ ２ ３ を 切 り 開 き 、 端 壁 １ １ お よ び 左 右 の 傾 斜 壁 １ ３ ， １ ３ の 上 部 を 切 り 取 る 。  
こ れ に よ り 、 胴 部 １ ０ の 前 部 （ 前 側 の 端 壁 １ １ 側 ） に 開 口 部 を 形 成 で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 １ に お け る 第 二 の 開 封 形 態 で は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 左 側 の 側 壁 １  
２ の 第 三 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ ３ を 切 り 開 い た 後 に 、 左 側 の 側 部 フ ラ ッ プ ２ ２ の 両 第 四 切 断 誘 導  
線 Ｌ ２ ４ ， Ｌ ２ ４ の 間 の 領 域 を 先 端 側 か ら 引 き 上 げ て 、 両 第 四 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ ４ ， Ｌ ２ ４  
を 切 り 開 く 。 さ ら に 、 両 第 四 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ ４ ， Ｌ ２ ４ に 続 い て 、 左 側 の 側 壁 １ ２ の 両 第  
一 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ １ ， Ｌ ２ １ を 切 り 開 く 。 こ の よ う に し て 、 左 側 の 側 部 フ ラ ッ プ ２ ２ の 中  
央 部 お よ び 左 側 の 側 壁 １ ２ の 上 部 を 切 り 取 る こ と で 、 胴 部 １ ０ の 側 部 （ 左 側 の 側 壁 １ ２ 側  
） に 開 口 部 を 形 成 で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 １ に お け る 第 三 の 開 封 形 態 で は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 胴 部 １ ０ の 第  
三 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ ３ を 全 周 に 亘 っ て 切 り 開 く こ と で 、 胴 部 １ ０ を 上 下 に 分 離 さ せ 、 包 装 箱  
１ の 上 部 を 下 部 か ら 切 り 取 っ て 開 封 す る 。 こ の よ う に 包 装 箱 １ を 開 封 す る と 、 包 装 箱 １ の  
下 部 は ト レ イ と な る た め 、 内 容 物 を ト レ イ に 収 容 し た 状 態 で 陳 列 で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 上 の よ う な 包 装 箱 １ で は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 側 壁 １ ２ と 側 部 フ ラ ッ プ ２ ２ と の 間 の  
第 一 折 れ 線 Ｌ １ １ が 、 側 部 フ ラ ッ プ ２ ２ の 先 端 側 に 向 け て 突 出 す る よ う に 弧 状 に 曲 げ ら れ  
て い る 。 こ の よ う に す る と 、 図 １ に 示 す よ う に 、 側 壁 １ ２ に 対 し て 側 部 フ ラ ッ プ ２ ２ を 綺  
麗 に 折 り 曲 げ つ つ 、 側 部 フ ラ ッ プ ２ ２ の 復 元 力 が 大 き く な る 。
　 こ れ に よ り 、 側 部 フ ラ ッ プ ２ ２ は 外 側 に 向 け て 浮 き 上 が ろ う と す る た め 、 側 部 フ ラ ッ プ  
２ ２ が 胴 部 １ ０ の 内 部 に 入 り 込 む の を 防 ぐ こ と が で き る 。
　 そ し て 、 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 １ で は 、 側 部 フ ラ ッ プ ２ ２ の 外 面 が 端 部 フ ラ ッ プ ２ １ の 内  
面 に 押 し 付 け ら れ る 。 こ の 結 果 、 側 部 フ ラ ッ プ ２ ２ の 外 面 に 端 部 フ ラ ッ プ ２ １ を 接 着 剤 に  
よ っ て 接 着 し 易 く な り 、 上 蓋 部 ２ ０ を 確 実 に 閉 じ る こ と が で き る 。
　 ま た 、 側 部 フ ラ ッ プ ２ ２ が 胴 部 １ ０ の 内 部 に 入 り 込 む の を 防 ぐ こ と に よ り 、 側 部 フ ラ ッ  
プ ２ ２ に 重 ね た 端 部 フ ラ ッ プ ２ １ も 上 蓋 部 ２ ０ の 外 面 か ら 盛 り 上 が る 。 こ れ に よ り 、 図 ５  
に 示 す よ う に 、 二 つ の 包 装 箱 １ ， １ を 上 下 に 重 ね た と き に 、 下 側 の 包 装 箱 １ の 上 蓋 部 ２ ０  
の 端 部 フ ラ ッ プ ２ １ を 、 上 側 の 包 装 箱 １ の 下 蓋 部 ３ ０ の 窪 み 部 ３ ３ に 入 り 込 ま せ て 、 下 側  
の 包 装 箱 １ に 対 し て 上 側 の 包 装 箱 １ が ず れ る の を 防 ぐ こ と が で き 、 包 装 箱 １ を 安 定 し て 積  
み 重 ね る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 １ で は 、 端 壁 １ １ に 対 し て 端 部 フ ラ ッ プ ２ １ を 折 り 曲 げ た と  
き に 、 端 部 フ ラ ッ プ ２ １ の 基 端 部 が 第 二 折 れ 線 Ｌ １ ２ お よ び 第 三 折 れ 線 Ｌ １ ３ に お い て 二  
段 階 に 折 れ 曲 が る 。 こ れ に よ り 、 端 部 フ ラ ッ プ ２ １ を 側 部 フ ラ ッ プ ２ ２ の 厚 み を 越 え て 側  
部 フ ラ ッ プ ２ ２ の 外 面 に 重 ね 易 く な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 １ で は 、 端 部 フ ラ ッ プ ２ １ の 基 端 部 に 形 成 さ れ た 第 三 折 れ 線  
Ｌ １ ３ が 、 端 部 フ ラ ッ プ ２ １ の 先 端 側 に 向 け て 突 出 す る よ う に 弧 状 に 曲 げ ら れ て い る 。 こ  
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の よ う に す る と 、 端 壁 １ １ に 対 し て 端 部 フ ラ ッ プ ２ １ を 折 り 曲 げ た と き に 、 端 部 フ ラ ッ プ  
２ １ の 復 元 力 が 大 き く な り 、 端 部 フ ラ ッ プ ２ １ が 上 蓋 部 ２ ０ の 外 面 か ら 盛 り 上 が る 。
　 こ れ に よ り 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 二 つ の 包 装 箱 １ ， １ を 上 下 に 重 ね た と き に 、 下 側 の 包  
装 箱 １ の 上 蓋 部 ２ ０ の 端 部 フ ラ ッ プ ２ １ を 、 上 側 の 包 装 箱 １ の 下 蓋 部 ３ ０ の 窪 み 部 ３ ３ に  
入 り 込 ま せ て 、 下 側 の 包 装 箱 １ に 対 し て 上 側 の 包 装 箱 １ が ず れ る の を 防 ぐ こ と が で き 、 包  
装 箱 １ を 安 定 し て 積 み 重 ね る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 胴 部 １ ０ の 左 右 方 向 の 長 さ が 前 後 方 向 の  
長 さ よ り も 小 さ い た め 、 端 壁 １ １ を 陳 列 ス ペ ー ス の 正 面 に 向 け て 配 置 す る こ と で 、 包 装 箱  
１ の 陳 列 ス ペ ー ス を 確 保 し 易 い 。
　 そ し て 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 胴 部 １ ０ の 前 部 の 両 第 一 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ １ ， Ｌ ２ １ 、 第 二  
切 断 誘 導 線 Ｌ ２ ２ お よ び 第 三 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ ３ を 切 り 開 い て 、 胴 部 １ ０ か ら 端 壁 １ １ お よ  
び 左 右 の 傾 斜 壁 １ ３ ， １ ３ を 切 り 取 る こ と で 、 胴 部 １ ０ の 前 部 に 開 口 部 を 形 成 で き る 。
　 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 １ で は 、 陳 列 ス ペ ー ス を 確 保 し 易 く し つ つ 、 陳 列 ス ペ  
ー ス の 正 面 に 向 い た 開 口 部 を 大 き く 形 成 し て 、 内 容 物 を 露 出 さ せ る と と も に 、 内 容 物 を 取  
り 出 し 易 く な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 前 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る こ と  
な く 、 そ の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 適 宜 に 変 更 が 可 能 で あ る 。
　 例 え ば 、 図 １ に 示 す 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 １ に お け る 上 蓋 部 ２ ０ の 構 成 を 、 下 蓋 部 ３ ０ に  
適 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 １ で は 、 上 蓋 部 ２ ０ に 前 後 の 端 部 フ ラ ッ プ ２ １ ， ２ １ が 設 け ら れ て  
い る が 、 上 蓋 部 ２ ０ を 左 右 の 側 部 フ ラ ッ プ ２ ２ ， ２ ２ の み に よ っ て 構 成 し 、 両 側 部 フ ラ ッ  
プ ２ ２ ， ２ ２ の 先 端 部 を 粘 着 テ ー プ に よ っ て 固 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 １ の 胴 部 １ ０ は 、 八 角 形 に 形 成 さ れ て い る が 、 胴 部 １ ０ の 形 状 は 限  
定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 二 つ の 傾 斜 壁 １ ３ ， １ ３ を 一 方 の 対 角 と な る 位 置 の み に  
配 置 し て 胴 部 １ ０ を 六 角 形 に 形 成 し た り 、 傾 斜 壁 １ ３ を 設 け る こ と な く 、 胴 部 １ ０ を 四 角  
形 に 形 成 し た り し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 １ に は 、 複 数 の 切 断 誘 導 線 が 形 成 さ れ て お り 、 複 数 の 形 態 で 開 封 で  
き る よ う に 構 成 さ れ て い る が 、 切 断 誘 導 線 の 位 置 や 本 数 は 限 定 さ れ る も の で は な く 、 内 容  
物 の 大 き さ や 形 状 に 応 じ て 適 宜 に 設 定 で き る 。 例 え ば 、 第 一 切 断 誘 導 線 を 端 壁 １ １ と 傾 斜  
壁 １ ３ と の 間 に 形 成 し て も よ い 。 更 に は 、 包 装 箱 １ に 開 封 用 の 切 断 誘 導 線 を 形 成 し な く て  
も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 実 施 形 態 の 第 三 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ ３ は 、 カ ッ ト テ ー プ に よ っ て 構 成 さ れ て い る が 、 第 三  
切 断 誘 導 線 Ｌ ２ ３ を 、 ミ シ ン 目 や ジ ッ パ ー に よ っ て 構 成 し て も よ い 。
　 本 実 施 形 態 の 第 一 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ １ お よ び 第 二 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ ２ は 、 折 れ 線 （ 罫 線 ） 上  
に 形 成 さ れ て い る が 、 罫 線 を 形 成 す る こ と な く 、 ミ シ ン 目 で あ る 第 一 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ １ お  
よ び 第 二 切 断 誘 導 線 Ｌ ２ ２ が 折 れ 線 を 兼 ね る よ う に 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 １ は 、 段 ボ ー ル 製 で あ る が 、 各 種 公 知 の 板 紙 に よ っ て 包 装 箱 を 形 成  
で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 １       包 装 箱
　 １ ０     胴 部
　 １ １     端 壁
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　 １ ２     側 壁
　 １ ３     傾 斜 壁
　 １ ４     接 合 片
　 ２ ０     上 蓋 部
　 ２ １     端 部 フ ラ ッ プ
　 ２ ２     側 部 フ ラ ッ プ
　 ２ ２ ａ   傾 斜 縁 部
　 ３ ０     下 蓋 部
　 ３ １     内 フ ラ ッ プ
　 ３ ２     外 フ ラ ッ プ
　 ３ ３     窪 み 部
　 Ｌ １ １   第 一 折 れ 線
　 Ｌ １ ２   第 二 折 れ 線
　 Ｌ １ ３   第 三 折 れ 線
　 Ｌ ２ １   第 一 切 断 誘 導 線
　 Ｌ ２ ２   第 二 切 断 誘 導 線
　 Ｌ ２ ３   第 三 切 断 誘 導 線
　 Ｌ ２ ４   第 四 切 断 誘 導 線
　 Ｌ ２ ５   側 面 開 封 開 始 部
　 Ｌ ２ ６   天 面 開 封 開 始 部
　 Ｓ       ブ ラ ン ク シ ー ト
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】



10

20

30

40

50

JP 2024-162076 A 2024.11.21(12)

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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